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第１回北区男女共同参画審議会議事録 

 
日  時：平成２０年１０月２４日（金）午後７時００分～ 
場  所：北とぴあ ９０１会議室 
 
１ 開   会 
 
２ 審   議 
  （１）男女共同参画社会をめざす行動計画「アゼリアプラン」の改定にあたっての

考え方について 
  （２）その他 
 
３ 閉   会 
 
 
出 席 者   白井会長  宮城副会長  奥津委員  戸邉委員  鈴木委員   

神戸委員   杉山委員    小池委員   宇野委員   細川委員 
池田委員   厚美委員    山口委員   眞庭委員   照井委員 
長谷川委員  伊与部委員   依田委員 

        岡田男女共同参画推進課長 
欠 席 者   山田委員  
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〈発言要旨〉 
＜ 審 議 ＞ 

○岡田課長 
  これより、第１回北区男女共同参画審議会を開催する。本審議会は北区男女共同参
画条例施行規則に基づき公開とすることになっている。ただし、審議会の決定により
一部非公開の取り扱いとすることができるが、会長の選任後に、改めて確認をお願い
したい。 
  各委員の紹介を行いたい。（紹介省略） 
  会長の選任についてお諮りしたい。会長については、条例施行規則に基づき委員の
互選により選出することとなっている。ご意見をお願いしたい。 
○眞庭委員 
  元アゼリアプラン推進区民会議の会長、並びに副会長を歴任されており、北区の男
女共同参画推進に、ご貢献されている白井委員を推薦したいが、いかがだろうか。 
 

（異議なし） 
 

○岡田課長 
  ただいま、皆様のご賛同をいただいたので、本審議会の会長を白井委員にお願いす
ることにする。白井委員、会長席のほうに、ご移動をお願いいたしたい。それでは、
白井会長に一言ご挨拶をお願いしたい。また、条例施行規則の規定に基づき、会長よ
り、副会長のご指名もあわせてお願いしたい。 
○白井会長 
  ただいま、皆様のご推挙により会長ということになった。最近、北区でも、男女共
同参画条例が制定されて、法的にも充実してきたのではないかと思うが、そしてまた、
女性を取り巻く環境も大変変わってきてはいるが、やはり北区の住みよい環境を整え
るためには、真の平等を実現させることが必要かと思う。大変微力であるが、少しで
もその実現に向けて、皆様のご協力を得ていきたいと思っているので、よろしくお願
いいたしたい。それから先ほど、皆様方から、それぞれ自己紹介があったが、大変有
力な方がこのメンバーに参加してくださっているので、本当に皆様の知識とご協力を
得て、建設的な方向性で議論ができるのではないかと期待している。どうか皆様のご
協力を切にお願いしたい。少しでもいいものができればと思っているので、よろしく
お願いしたい。それから、副会長についてご指名をということだったので、十文字学
園女子大学教授で、幅広い見識をお持ちの宮城委員にお願いしたいがいかがか。 
 

（異議なし） 
 
○白井会長 
  ありがとうございます。では、よろしくお願いしたい。 
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○岡田課長 
  ありがとうござまいす。では、副会長は宮城委員にお願いしたい。宮城委員副会長
席にご移動をお願いしたい。では、宮城副会長より、一言、ごあいさつをいただき
たい。 
○宮城副会長 
  経験の長い皆様がいる中でのご指名で、務まるかどうか不安なところが多々あるが、
私自身が、専門としている分野は、これまで農山漁村の女性の問題である。全国い
ろいろなところに行く一方で、北区においては何も貢献してこなかった。それこそ、
子育てをずっとさせていただいて、多分、先ほどの皆さんのご紹介を聞いた中で、
私も子育てのときにお世話になった方々なのだなとつくづく思っている。会長をお
助けし、できる限り頑張りたいと思うので、どうかお力添えをお願いしたい。 
○岡田課長 
  それでは、これより議事進行については、白井会長にお願いしたい。 
○白井会長 
  それでは、早速、会議次第５の諮問に入らせていただく。子ども家庭部長から。諮
問をいただくことになっているので、よろしくお願いしたい。 
○依田部長 
  では、諮問文を読み上げさせていただく。東京都北区男女共同参画条例に基づき、
男女共同参画社会をめざす行動計画アゼリアプランの改定にあたっての基本的な考
え方について、諮問。以上である。よろしくお願いしたい。 
○白井会長 
  ありがとうございます。ただいま諮問をいただいたので、今後委員の皆様方のご協
力を得て、しっかりと審議をしたいと思っている。どうかよろしくお願いしたい。
ここで、部長より、ごあいさつをいただきたい。 
○依田委員 
  では、改めてごあいさつを申し上げたい。委員の皆様には、大変お忙しい中、当審
議会委員をお引き受けいただき、まことにありがたく思っている。本来であれば、
花川区長が皆さんにごあいさつ申し上げるところであるが、所用のため出席できな
いので、私から一言ごあいさつを申し上げる。ただいま、男女共同参画社会を目指
す行動計画アゼリアプラン改定にあたっての基本的な考え方について、ご検討をお
願いした。北区では、先ほど会長からもあったが、男女共同参画条例を平成１８年
に制定して、男女共同参画社会の実現に向け、鋭意努めているところである。しか
しながら、まだまだ課題は多くある。新たな行動計画は、それらの課題解決に向け、
平成２１年度に策定する予定であるが、そのためには、当審議会からの答申を来年
４月にはいただきたいと考えている。大変厳しいスケジュールではあるが、すばら
しいご意見、ご提案を賜りよう心からお願い申し上げ、簡単ではあるが、私からの
あいさつとさせていただく。よろしくお願いいたしたい。 
○白井会長 
  ありがとうございます。それでは早速審議に入らせていただくが、審議に入る前に
この審議会の運営について、幾つかの確認をさせていただきたい。まず、本審議会
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の公開についてであるが、冒頭に事務局から説明があったように、条例施行規則に
より、審議会は公開とすると定められている。ただし、審議会の決定によっては、
一部を非公開とすることもできる。けれでも、このまま公開で進めさせていただき
たいと思うがいかがか。 
 

（異議なし） 
 

○白井会長 
  特に意見がないようなので、このまま公開として進めさせていただく。次に議事録
のとりまとめについてであるが、これについては事務局よりご説明をお願いしたい。 
○岡田課長 
  それでは、議事録の取り扱いについて事務局より説明させていただく。資料３をお
手元にご用意いただきたい。男女共同参画審議会の公開に関する内規である。その
第７に議事録の取り扱いがある。議事録は全文氏名入りでホームページに公表いた
したいと思う。議事録の作成方法であるが、事務局で議事録を作成し、発言者の皆
様にご確認をお願いする。最終的な確認は会長にご一任したいと思う。なお、個人
情報にかかわる事故等があった場合は、発言者及び会長とご相談をさせていただき
たいと考えている。 
○白井会長 
  ありがとうございました。議事録について、ただいまの事務局の提案で、何か質問
等あるか。資料３がない方がいるようなので、ない方は挙手して欲しい。 
○岡田課長 
大変申し訳ない。郵送の段階で、私どもが漏らしてしまったと思う。ただいま、
席上にお配りさせていただいている。 
○白井会長 
  皆様方、お手元に届いただろうか。それでは、申し訳ないが議事録について、もう
一度ご説明のほどをお願いしたい。 
○岡田課長 
  申し訳なかった。男女共同参画審議会の公開に関する内規の第７である。議事録の
取り扱いについてである。議事録は全文氏名入りで、ホームページで公表したいと
思う。なお、個人情報に関わる事項等があった場合は、発言者及び会長とご相談さ
せていただきたいと思う。資料配布に不手際があり、大変申し訳ない。以上である。 
○白井会長 
  議事録について、ただいまの事務局の提案でいかがか。 
 

（異議なし） 
○白井会長 
  よろしければ、次第６の審議に入りたいと思う。それでは、事務局よりプラン改定
についての説明をお願いする。 
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○岡田課長 
  それでは、プラン改定について、事務局より説明させていただく。（説明省略） 
○白井会長 
  資料８というのは「第３次北区アゼリアプランのための提言」と書いてあるもので
よろしいか。 
○岡田課長 
  配付漏れはないだろうか。 
○白井会長 
  いかがか。皆さん、お手元にすべてあるだろうか。あるようなので、それでは、改
定プランの説明をお願いする。 
○岡田課長 
  それでは、各資料に沿って、プランの改定についてご説明させていただく。資料４
の審議会開催スケジュール、Ａ４、１枚の資料を見ていただきたい。本日第１回審
議会において、区長よりアゼリアプラン改定について諮問をさせていただいたとこ
ろである。今後、第４次になる新しいアゼリアプランに向けての提言を作成してい
ただくが、審議会の進め方などについては、この後、委員の皆様にお配りするもの
である。この審議会の開催スケジュールの表では、専門部会を設置した場合を想定
してつくらせていただいているので、その点をご了承願いたい。区長の諮問に対す
る答申については、部長の方からもあったが、２１年の４月を予定している。この
間、約６ヶ月にわたりご検討をお願いしたいと思っている。また、このご提言をい
ただいた後であるが、事務局である男女共同参画推進課、私どもを中心に、第４次
アゼリアプランの策定作業にとりかかる。２１年８月開催を予定している審議会に
おいて、中間報告をさせていただき、そこでまたご意見をいただき、パブリックコ
メント等実施後、平成２２年２月に審議会に最終報告という形で出させていただき
たいと考えている。なお、この男女共同参画審議会は、８月、２月を定例としてい
るが、会長が必要と認めた場合については、臨時に開催することも可能というよう
になっている。雑駁ではあるが、今後の予定、スケジュールについては以上である。
（説明中略）よろしくご審議をお願いしたい。 
○白井会長 
  ありがとうございました。ただいま、男女共同参画課長から説明があったが、新計
画の構成案について、体系案について、時間をとって、今日意見交換をしたいと思
う。それではまず、先ほど説明があった全体スケジュールなどについて、ご質問が
あれば、まずそこから伺いたいと思うがいかがか。スケジュールの点について、先
ほどあったが、資料４で、全体の１１月から３月までが専門部会と書いてある。年
に２回、２月と８月が定例会で、２２年２月に第４次アゼリアプランの最終報告を
するという流れをご説明いただいたと思うが、それについてはいかがか。皆さん方、
実際に事業に入ったらこのとおりいかなくて、臨機応変に回を重ねていくようにな
るかと思うが、その点は皆さんのご意見に従いながら進めていくということでよろ
しいか。全体の流れはこのように受け止めていただいてよろしいか。 
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（異議なし） 
 

○白井会長 
 それでは、先ほど説明があった新計画の体系案、構成案についておおむね３０分
程度時間をとって、今日意見交換をしたいと思うが、いかがか、よろしいか。それ
では、３０分程度意見交換をさせていただくので、この改定計画の構成案について、
資料５、６あるいは資料７は、新旧の計画体系の比較である。まず、条例の理念、
次に目標であるが、これは理念１、２、３の計画を推進するための仕組みで、意識
等の形成をする。ここまでについて意見交換をしたい。 
○小池委員 
  現行計画から改定計画の構成案が５から３プラス１に集約されて、なかなかはっき
りわからない点がある。それで、ちょっと質問するのだが、資料５の改定指針のと
ころの４計画の策定指針のところであるが、（１）、（２）の新しい視点で課題に
取り組むこと、そして社会状況の変化に十分配慮するということは、まさに（１）
に書いてあるが、現行計画の成果を検証しつつということなので、これは検証した
上で新しい視点、それから社会状況の変化を十分に検討した形で改定計画をつくろ
うということで、５つだったものが３つに集約され、あるいはプラスワンとして計
画を推進するための仕組みというようになってきているとは思う。それについては、
事務局サイドがもう日常的にさまざまなところでというか、日常茶飯事にそういう
ものを把握しているために、こういう構成図はすっと出てくると思うのだが、私た
ちは日常的には、局部的なことしかわからない。全体的なことは把握できていない。
だから、この新しい視点だとか、あるいは社会状況の変化だとかいうことが、どう
いうことなのかがはっきりしないと、この現行計画から改定計画の構成案に移行す
る、あるいは課題を設定する、あるいは法の施策として具体的に展開するというこ
とが、今までの計画との継続的なことを考えていくと、いまひとつはっきりわから
ない。もちろん、このアゼリアプランをすべて私は把握しているわけではない。そ
れから、この前１回でたきりなので、それで全体を把握してといっても、まず、能
力的に無理なことである。そこら辺のところの新しい視点、社会状況の変化によっ
て新しい視点が出てきたと思うので、そういうところをちょっとかいつまんで話し
ていただけないかなと、この改定計画の構成案の集約された図柄や、主な施策とい
うのを理解と把握というのが、すとんと落ちないのではないかというような気がし
ている。これは、私は少しくみしているので、ぜひそこの説明をしていただくとあ
りがたいなと思っているので、よろしくお願いしたい。 
○白井会長 
  今の小池委員の質問に対して、現行計画の成果を検証しつつというところも一つ問
題になる。この委員会は、どのような方法で検証するか、それを確認し、さらにあ
たらしい視点につなげていくのか、その点についてご説明をお願いしたい。 
○岡田課長 
  委員のおっしゃるとおりかと思う。私どもは、このプランについては、進捗状況に
ついて、毎年各課に調査を行っていて、報告書という形で取りまとめてきてはいる
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が、そうした中で区の施策の進捗状況についてはある程度、当然把握している。そ
うした中から出てきた構成案ではある。このプランの進捗状況報告については、後
ほど送らせていただきたいと思うが、１９年度までの進捗状況について報告書を作
成したところである。その中である程度、現行プランのどの部分が進んでいて、ど
の部分がまだおくれているのかといったところも記述させていただいた。また、先
ほど申し上げたが、区民の皆様、あるいは町会、自治会、事業所の方々、男女共同
参画をどうとらえているのかといった現状の意識・意向調査も実施している。こう
した中身をみながら区の施策がどれくらい浸透してきているのか、あるいはどうい
った部分でまだまだ不足しているのか、また区民の方々がどういった施策を求めて
いるのか、こういったところが浮き彫りにある程度なると思っている。今回あげさ
せていただいた３つの目標は、１番、人権を尊重した健康な生活を送れる地域社会
ということ、第３次アゼリアプランを作成してからここまでの状況として、１つ大
きな動きとしては、配偶者からの暴力に関してのものがある。法改正もあった。ま
た、男女共同参画センターでのＤＶ相談等を実施するようになって、件数自体は
年々増えているところである。これはＤＶ自体が増えているのか、あるいは認知さ
れることによって、今まで眠っていたものが顕在化したものなのか、その辺の判断
は、つきかねるところであるが、やはり暴力ということで、喫緊の課題であろうと
考えている。また現在、関係機関、関係各課との連携を強める必要があるというこ
とで、１０月にＤＶに関する連絡協議会、要綱を新たにつくり直して、再度立ち上
げを行うところである。こうしたことから、人権に関する部分、これは東京都の新
しい計画でも重点にあがっているが、私ども北区としても非常に迫られている課題
ではないかということで、大きな目標として第１番目にあげさせていただいている。
２番目の仕事と家庭・地域生活を両立できる地域社会というところであるが、これ
は国の憲章も先ほど申し上げたところだが、ワークラウフバランスということを強
く打ち出している。子育て支援という形で、実は北区では「子ども・かがやき戦
略」という形で中期計画を強く進めてきたところである。これを重点戦略に掲げて、
さまざまな施策を実施してきた。この子育てにも家庭と仕事の両立というのはつな
がってくる部分である。内包している問題は、非常に広く子育てから介護の問題ま
でさまざまである。また、女性の再就職とか、あるいは、自ら事業を立ち上げる起
業といった部分についても、区として取り組みを強めているところであるので、こ
れについてはぜひ、大きな課題として取り組む必要があると考え、この目標の２と
して掲げたところである。この中で、前回と比較して、高齢者・障害者の自立と社
会参加の条件整備、こういったプラン、この項目が抜けているのではないかという
ご指摘があるかと思う。高齢者、障害者といった縦割りのくくりではなくて、それ
ぞれの課題、暴力についても、これは高齢者虐待といったことも発生しているし、
地域への参加といったことについても、団塊の世代が間もなく地域に戻ってくると
いった状況もあるので、そのようなさまざまな場面において検討する必要があると
思う。そのような横と連携した、あるいはつながりを考えながら、検討することの
ほうが有効ではないかと考えて、課題・プランからは除いているところである。ま
た、最後の、「あらゆる分野で学び参画する社会」については、男女共同参画意識
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の形成、実はこれはすべての課題にかかってくる部分である。前プランにおいても、
そのような認識で策定されていると思う。私どもは、この意識が形成して、終わっ
てしまうわけではないので、これは何のためにやっているのかというところで、次
の段階としては家庭、あるいは地域生活、学校、こういったところに広げていく必
要があるのだろうと思い、なるべくそういった実際の行動と結びつくような形で検
討していってはどうかということで、ここのくくりとしたところである。そうした
中で、学校における男女平等教育の推進、前回プランからは課題としては落とさせ
ていただいているが、それも含めての検討と考えている。また、一方で人権教育等
の進展もあって、学校における教育という面では進んできているのではないかと思
う。そういった結果については、今回、実は、まだご報告していないが、意識・意
向調査の中でも、やはり若い年代ほど、非常に男女共同参画の意識が進んできてい
るのではないか、取り組みが効果を発揮しているのではないかと考えている。この
辺だと、大ざっぱでわかりにくい部分があるかと思うが、一応このような説明でい
かがか。 
○白井会長 
  小池委員いかがか。 
○小池委員 
  話はわかった。話はわかったが、こういったＤＶだとかワークライフバランスだと
かというのは、今後どういうふうにして具体的に対応していくのかというのも大き
な重点課題だとはわかるが、アゼリアプラン事業実績報告書とか、アンケート調査
など、そういう基礎的な資料というものが出てこないと、どういうものが各区民の
皆さんが課題として考えているのか、そういう基礎的な資料が出てこないと、これ
から出てくる施策が、果たして区民の皆さんが思っていることと一致しているのか、
あるいは行政サイドの思惑だけで、つくってしまっているのではというようなこと
になってしまうといけないので、検証できるような資料をいただいてから、議論の
組み立てをしていただけるとありがたい。わたしはこれだけをみただけでは、その
ように思ったり、この現行計画から改定計画へ移行する上での具体的な変化という
のが区民の中にどのぐらいあるのか検証できる資料を皆さんにお渡しすれば、この
話が今後生きて、肉がついて、骨太のというか、深い施策、あるいは計画の策定に
なるのではないかなと思っているので、事務局、会長にご配慮をお願いしたい。 
○白井会長 
  今あった改定計画の構成案で、目標の点について、旧と比較してみると、１は、前
回の２と大体似ている。それから、２が３、３が４という感じで、１は全体的なも
のと受け止めた。どの部分がどのようにということは、目標が変わることによって
見えなくなることもある。前回との継続性がなくなることのないように、前回はこ
ういう目標を立てて、ここに力を入れて、そこで実現したから、今度はこの分野で
この点に力をいれるという方法で私たちが受け継いでいけるのであれば、一番良い
と思う。それで、今、手元に肝心な検証をする資料がない。その資料は、近日中、
手元に届くということでよろしいか。 
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○岡田課長 
  １１月６日以降には出させていただく予定である。確かにおっしゃるとおり、本来
そうした資料が先に出て、この会が設けられるというのが、手順としては当然かな
と思う。 
○白井会長 
  本来はそうであるが、先ほど自己紹介のときに皆さんがそれぞれの経験をお話され
たので、前回の北区アゼリアプランをご覧になって、この５年、６年の間に、北区
がどのように変わったか、ここでは時間が足りないので、検討できないが、家に帰
ってしっかり検討していただきたい。 
今日はこれ以上なかなか深まらないが、この構成案について、これでいいのかという
こともあわせて検討いただきたい。ただ、皆さん方この表を見て、また、北区アゼ
リアプラン推進区民会議で前回委員になっていた方、直接、関与された方もいるか
と思うので、その点て何か疑問とか、特に気がついた点等あったら、述べていただ
ければ、参考になるのではないかと思う、ぜひお願いしたい。 
○眞庭委員 
  今後の現計画の中の基盤になっている、その一番トップにある学校における男女平
等教育の推進、これが、改定のほうには、３番の男女共同参画意識の形成の中に含
められていると、今の説明でわかったが、やはり、活字であらわしておくというこ
とが、非常に推進するのにしやすいのではないかと思っている。改定案の方に１項
目「学校における」をきちっといれてほしいなと思っているが、いかがか。 
○白井委員 
  いかがか。今すぐ意見として、賛同は問わないが、意見が出たことに対して、ある
いはこれから、どう部会を開くかということにもなるので、頭の隅にとどめていた
だきたいと思う。よろしいか。 
○厚美委員 
  先ほど、課長が横と連携した課題の洗い出し直しをするといっていたが、やはりこ
れは、とても大事なことだと思っている。基本計画との整合性をきちっとみていく
とも言ったが、北区では次世代育成支援計画も、多分、１０月から始まっていると
思うので、子育て支援の部分も見ていくことや、高齢者とか障害者というくくりで
はないにしても、高齢の女性の問題、男女の問題、老人保健福祉計画の改定、介護
保険事業計画の改定などもあるので、いろいろな計画が動いているということを、
やはり私たちはしっかり意識しておかなくてはいけないと思っている。進んでいる
部分の計画では、どんなことが議論されているのか、何が出ているのかというあた
りも積極的に情報提供していただきながら、検討の材料にしていけばよろしいので
はないかと思っている。ＤＶもすごく大きな問題で、これもやっていかなくてはい
けない問題だが、学校の中でセクシャルハラスメントということ、やはり男女平等
に逆行するようなスクールセクシャルハラスメントとことが起こっていて、そうい
う問題も、アゼリアプランの検討の中では、あまり取り上げられたことがなかった
のではないかと思うので、今回はこの部分まで目配りをして、男女平等教育が推進
されるような環境づくりを考えていければ良いと思っている。 
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○白井会長 
  他に何かご意見はないか。審議会は公開であるが、ご発言をすることは、大事なこ
とである。皆さんは、多分言いたくてもなかなかと思われるかも知れないが、皆様
の一言一言の発言が、北区の真の平等に対する実現に向けての発言になっていく。 
○宮城副会長 
これまでの審議会の経過とか、進捗具合について、あまり詳しくわからないまま、
今日はこの構成案だけの比較で、気がついたことを２点ほど申し上げたいと思うが、
新しい目標を三つに絞ったが、いずれも地域社会をどういうふうにするかというとら
え方になっている。これは、私は新しい視点と言っていいのかなとお話を伺いながら
思った。ただ、ここで言っている地域社会が北区という意味なのか、コミュニティと
いう意味なのか、そこがちょっとまだ明確でないかなという気がしたので、これは議
論の中で、まさにここで、委員の中でやりとりするうちにその辺が明確になってくる
といいと思った。それから、目標に対しての課題というレベル分けはわかりやすいと
は思うが、確かに前のものと比べると、幾つか継続性の上で消えているように見えて
しまうものがあるというのは事実だと思う。詳しくわからない私がぱっと見ただけで
も、これがなくなったのかなと不安に思うものがある。多分、これはまだ、たたき台
ということで、もう少し課題として浮き上がらせたほうがいいというものが出てくる
ような気がする。だからその意味では、目標はこの３つにしても、課題がもう少しふ
えてくるということが、皆さんの議論の中で出てくれば追加していくという、そうい
う可能性のあるたたき台であると理解してよいか。そういう意味で、確認をしていき
たいと思う。課題について、私は今これを見ただけで一つやはり不安なのは、目標２
で、仕事と家庭・地域生活を両立できる地域社会というところの中で、３の子育てや
介護を安心して行う環境整備といってしまうと、育児や介護の支援というのが、育児
される側、介護される側の問題ではなくて、する側がどうやって仕事と両立させるか
という面だけになってしまいそうな気がして、不安である。本来的には、やはり育児
支援も介護支援も当事者の、子どもやお年寄りの人権の問題としての側面を落として
はいけないような気がするので、やはりその面は、この目標で言うならば、１番の人
権を尊重した健康なというところにかかわるのだろうと思うので、もしかしたら課題
をもう一つ分離して、１に起こしておくのかなと思ったりする。だから、そのあたり
を、皆さんがこれを見比べると落ちていると思うと感じるのではないか。私は今それ
一つだけ、気がついたが、そういうものを幾つか出して、やはりここの課題に起こす
のか、入れかえるのかということを検討してみると深まっていくのではないかという
気がする。どうしても、目標１の課題２、生涯を通じた心と身体の健康支援というと
ころは、これは施策を見ると女性のことだけになってしまっている。だが、目標を人
権を尊重した健康な生活を送れる地域社会と置くならば、すべての人の人権というこ
とになるのだと思うので、そういうところを少し、委員の皆さんが気づいた点は、調
整していってはどうかと思う。 
○白井会長 
今のように、気づいたことを少しずついっていただき、それを課題として入れるか
どうかを検討するので、気がついたこと、疑問に思われたところ、それについてぜひ
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ご意見をお願いしたい。 
○戸邉委員 
今回初めての参加で、私もアゼリアプランのほうは、民生委員の会議で、お話は、
そこそこは聞いているが、実際本当に真剣になって考えたことがあまりなかった。 
まだ私は、全体的な像がよく見えないが、特に資料６の、今度三つの項目と一つ枠
の下にあって、その三つの目標で、それに対して課題があって、主な施策というのが
あるが、この施策というこの項目で、これはどういう所管で施策をするのかというの
が、よくわからない。物事をやるにはＰｌａｎ・Ｄｏ・Ｓｅｅということで、最初に
目標、課題を決めて、実行して、その結果どうなったかということで一つの結論とい
うことがでてきて、なおかつそれをまた次の改定に持っていくのではないかと思う。 
この主な施策のアゼリアプランでちょっと見ると、主な所管課がある。多分そこで
施策をすると思うが、その１次、２次、３次の結果を私は見ていないので、結果がど
うなったのか、そこの中からあぶり出された問題点はどこか、というところを重点に
新しい基本理念をつくったほうが良いと思う。特に、主な施策をどこがどの程度、力
を入れてやっているのかというのが見えないと、こちらで幾らプランをつくっても、
ただ文章になっただけで、みんなやっているということだけで、本当にやっているか
どうかという答えが出ない。やはり目標を設定して実行して、その結果を検証すると
いう、それをはっきりやらないとなかなか難しいのではないかと思う。 
○白井会長 
第１次から３次、これから検討する４次になるので、３次までの成果、目標、それ
から課題、その成果等についてわからない限り、さらに積み重ねにくい、４次につい
て、いいプランができないのではないかという意見である。今までの１次、２次、３
次についての成果を、各委員のほうにご報告することはできるか。 
○岡田課長 
直近で作成した１９年度の進捗状況、ここではある程度評価を加えていることと、
全体のプランについての総括をしている。ここで見てもらうのが一番全体を把握しや
すいかなと考えている。この進捗状況の報告のしかたが、毎年スタイルを変えたり、
内容に濃淡があったりで、古い部分を見ても、もしかすると参考にならない場合もあ
るので、一番新しい評価を見ていただきたいと考えている。これは、推進本部にかけ
た後に送付させていただきたいと考えている。 
○白井会長 
１次、２次、３次ということで、３次目の評価については近日中にということだが、
例えば構成について、１次、２次、３次のそれは参考になるか。１、２、３と出して
もらえば、今までどこに力点が置かれ、継続されているかがわかる。例えば、基本理
念は変わらないと思うが、目標とか課題とか、その点について、今までどこにどのよ
うに力を入れてきたかがわかるのではないか。３次は、新旧の計画体系と対比されて
いる。そのようなものが、もし１次、２次にもあれば、初めてこの委員会に出席する
方でも、あるいはメンバーになっていない方でも、北区の行政が力を入れているとこ
ろ、力を入れてきたところというのがわかるのではないかという気がするがいかがか。 
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○岡田課長 
そちらを出すことは可能である。１点だけ申し上げておきたいのは、今回が男女参
画条例を制定して、初めてのプラン改定になるということである。したがって、基本
理念については、この条例に定めた七つの基本理念が、大もとになるものということ
で、第３次プランまでは、こういったものは存在しなかったので、その都度計画を策
定する際に検討されたものという、その違いがある。今回この改定計画の構成案につ
いては、基本的には条例の基本理念、この七つをどうやって実現していくかというと
ころに基づいて組んだものとご理解いただければと思う。 
○池田委員 
私は２年目の委員なので、少し前回までのことを振り返ると、前回までの議論の経
過では、事業実績報告書を毎年出しているが、それをいかにわかりやすく、普通の方
が読んですっと入るような形にしていくかということに、ずっと努力してきのではな
いかと思う。今日、本当はそれが出ていればもっとわかりやすいと思うが、今度出る
１９年度の事業実績報告がその成果である。以前は、進捗状況について、評価がしっ
かりしていなかった。自分たちの評価がなかったし、外から見たときの評価もないと
いうことで、これでは不十分であるということで、その進捗状況も含めてどういう評
価をしていくのかということを事務局の方々にまとめていただいた。これは一つの段
階としては、ある程度わかりやすくまとまったと思う。そこを踏まえて、もう一つ重
要なのが意向・意識調査というものを、このアゼリアプラン改定に向けて行っている。
区の行政の方サイドだけでなく、区民レベルでの質問事項をまとめて、みんなで提案
して受けとめてもらっているので、官民あわせた、今度の改定に向けたいろいろな努
力というのが行われてきていて、その両方の実績をきちっと見ていただければ、ある
程度、今の段階の北区の現状というのが見えて、ここに課題と施策ということで出て
きている内容も理解できると思うが、今日はそれがないので、多分初めて出られた方
は全然わからないのだと思う。本当は、今日、それがあれば、出発点になって、次回
に向けて、「こうしよう」という話ができたと思うが、まだそれができていないので、
次の審議会までストップしてしまう。スタートラインとして、次の審議会を早目に持
っていただくしかないのと、問題意識のすり合わせが多分できないと思うので、そこ
を皆さんで諮っていただきたいなと思う。それから、もう一つが、最後の計画を推進
するための仕組みということで、三つの目標とプラスワンという形になったのだが、
私は、前回の総合的な推進体制を整備するということで、現計画の中で、男女共同参
画拠点の機能充実強化があがっていたが、これは男女共同参画推進センターという形
で「スペースゆう」が整備され、ここを拠点にさまざまな方たちが、今活動されてい
る。そこは、外してはいけないのではないか思うし、むしろそれを拡充するような方
向で今後の、ここに掲げている何とか地域社会を目指すという三つの骨子にのっとっ
ていくのであれば、やはりその辺をもう少し行政としても力を入れて、各地域レベル
で、具体的な活動をつくっていくなり、ＮＰＯの活動を促進するなりというようなこ
とが必要なのではないのかなと思う。私はそこが抜けているとちょっと怖いのかなと
思う。 
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○白井会長 
確かに、条例ができたからといって安心するということではなくて、実際に、より
良い状況に持っていくということ、「スペースゆう」が、できたからといって、それ
で安心ではなくて、それが有機的に機能するかどうかを見守るとか、あるいは発展さ
せるというのが、これからは大事なことだ。今課長のほうから言われたのが、今まで、
３次の計画までは、条例がなかったので、その都度、検討ということだったが、条例
ができたので、条例の理念に基づいて、この目標を策定したいということである。今
日は、三つの分野にさらに絞ってということで、なかなか意見がまとまりそうにない
ので、できるだけご意向、ご意見等をいっていただき、近日中にもう一回、審議会を
開いて、目標を絞る。その間に、皆様方の意見もまとめていただくということが、第
４次のアゼリアプランを、確定する上では大事なことではないか。今日は、目標とか
課題とかについて、この点はどうだろうかとか、この点は漏れているのではないのだ
ろうかというような気づいたところがあったら、それをいっていただきたい。近日中
に、事務局で調整を行い、できるだけたくさんの方に出席していただき、この目標を
３点にするのか４点にするのかということを、決める機会をもう一度もちたいと思う
が、いかがか。 
 

（異議なし） 
 

○白井会長 
そうあれば、事務局のほうに対して、お願いいたしたい。 

○岡田課長 
近日中に開催するような方向で進めさせていただきたい。 

○白井会長 
今日は、２０名中１８名が出席なので、この中で、もしできるのであれば、次回の
審議会の期日を決めていきたいと思う。できるだけ参加して欲しいので、決められる
ものであれば決めていきたいが、報告書がでた後になると思う。 
○戸邉委員 
後でないと……。 

○白井会長 
後でないと、同じことになる。 

○岡田課長 
送付を予定しているのが、「男女共同参画に関する意識・意向調査の報告書」、
「平成１９年度アゼリアプラン事業実績報告」の２つである。大変申しわけないが、
会場の都合もあるので、１日だけの候補だと、会場がとれないおそれがあるので、幾
つか、日程をあけていただければと思う。１１月６日に発送するとして１０日以降で
お願いしたい。 
○白井会長 
議論に入る前に、それを先に決めていただくというのは、いかがか。 
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○岡田課長 
もう１点、開催時間は、今の時間がよろしいのか、あるいは時間の変更ということ
もあるのか。 
○白井会長 
今の２つの資料が手元に届いて、３日か４日後に、審議会を持ちたい。場所をとる
関係で、１１月で、１回とって欲しいというのが一点。それから時間は、今日は７時
からということであったが、皆さん方のご都合で今日の時間帯、７時なら都合がつき
やすいという方は、挙手していただきたい。 
○白井会長 
挙げていない方は時間的にはどうか、言って欲しい。 

○奥津委員 
  日にちにもよる。後でカレンダーを回してもらい、丸をつけさせていただきたい。 
○白井会長 
６時半でもいいという方は何人ぐらいか。大体７時が多い。 
 

（挙 手） 
○白井会長 
６時半からが、第１希望。場合によれば、７時と。会場の都合で７時ということに
なるかと思う。 
○岡田課長 
会長こちらで、日程については、皆様にお尋ねして、後ほど調整させていただくと
いう形でいかがか。 
○白井会長 
紙を回していただければと思うが。 

○岡田課長 
全くあいていない場合も考えられるので、会場の確認をしてからのほうがよろしい
かと思う。 
○依田委員 
そういった意味ではまず会場を確認して、早急にそれぞれの方に連絡をとって、突
合させていく、場合によっては北とぴあではなく、例えば赤羽会館とか、滝野川会館
ということもあり得ると思う。 
○白井会長 
会場の関係があるので、北とぴあは交通の便が良いが、場所的には赤羽会館、ある
いは赤羽文化センター、それから滝野川会館か。 
○依田委員 
滝野川会館は避けたいと思うが。 

○白井会長 
場所は変わるかもしれないが、できるだけご参加いただきたい。それでは、条例の
基本理念に基づいて目標、あるいは課題等について、引き続き意見をおっしゃってい
ただきたい。 
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○奥津委員 
まず目標を三つにして、地域社会と絞られたのは、先ほど副会長もいっていたが、
とても新鮮さを感じた。というのは、こういうものの前提では、少子高齢化の時代が
背景として外せない。そういう社会の中で、団塊の世代がもうすぐ地域に返るという
説明もあったように、地域社会でどう生きていくかというのが、男性も含めて大変重
要な課題になるし、そこで少ない子どもたちをこれからどう見ていくかという問題が
ある。すべてここに、言葉として焦点を当てて絞られたということに、私はとても好
感を持った。ただ、この議論の背景は、少子高齢化社会の動きで、人が地域に入って
くるという、この意識を一番初めに置いて各課題を設定しないといけないのではない
かと思った。一つには、地域、家庭、企業など、実際は学校でどういう教育をして、
社会に送り出して家庭をつくり、また地域に戻るかという一貫した流れがある。例え
ば、学校のヒドゥン・カリキュラムがある。隠れたカリキュラムで、教科書をあける
と、女性が食卓を整理していて、男性は、そばで新聞を読んでいる写真が載っている
ような教材で育つと何となくそうなるとか、これはちょっと極端だが、そのような話
もあるので、セクハラとまでいかないが、もっと継続的にやらなければいけないもの、
赤ちゃんから成長し、家庭から学校、学校からまた家庭、社会というように連続して、
なるが、ずっとつながっていくという観点を入れて、少し課題を考えると、恐らく言
葉では消えてしまいそうなものも取り上げられるのではないかと思う。 
私は、地域社会でまとまっていることを好感して、その後の大きな社会背景と、ず
っとつながっていくような、それぞれの問題を映しながら課題を少し整理していきた
いと考えた。それぞれ関係機関の連携強化という言葉だとまた違ったニュアンスが出
てくるが。 
○白井会長 
ほかの方はいかがか。前回委員をしていた方で感じたこと等あったら、ぜひお願い
したい。行政サイドで、今までやってきて、この点には今度は力を入れてきたとか、
この点には今度は力を入れてこうしたいのだという構想等はあるか。もしあれば、参
考までにお聞きしたいがいかがか。 
○依田委員 
私どもの所管という部分もあるが、一つは今までの議論の中で、目標の設定なのだ
が、従来の目標、例えば男女平等の意識をつくる、あるいは男女共同参画を進めると
いうのは、非常に包括的なものだなという意識は持っている。そういった意味で、条
例の制定を踏まえて、三つの目標に定めさせていただいた部分があるということを一
言申し上げた上で、今、特にワークライフバランスが非常に課題になっているが、行
政サイド、特に基礎的な自治体として非常に企業との関係は難しい部分がある。そう
いった意味では、家庭に対してワークライフバランスの働きかけをどのようにしたら
できるかという部分は、やはり重点的にいろいろご議論いただきたい。企業との関係
のきっかけが、基礎的自治体としてどういったことができるのかというのも、法人会
さんに参加していただいているが、その辺は課題として勉強していきたい部分である。 
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○長谷川委員 
目標の１番で、人権を尊重した健康な生活を送れる地域社会となっていて、これは
目標としては適切な目標だと思うが、課題を見ると、あらゆる暴力の根絶という、こ
れはＤＶを念頭に置いた言葉だと思うが、やはり学校、家庭、職場などで言うと、例
えばいじめの問題などがあると思うので、ただ暴力の根絶だけでなく、学校での平等
な教育のあり方とか、そういう分野も膨らませたほうが、より課題としていろいろメ
ニューが出てくるのかなと思う。 
○白井会長 
それはこれからの課題ではないかという気がする。課題について、もっとご検討を
お願いしたい。 
○厚美委員 
資料６の、２番目のくくり、２の働く場における男女共同参画の推進というところ
で、女性の起業と就労支援と書いてあるが、女性が働くということでは、女性の起業
がいわれるが、やはり一度やめて再就職するだけではなく、子どもを産んだり家庭を
持ったりしても、介護があってもということだが、ずっと働き続けられるよう考える
べきではないか。やめて再就職とか、やめたら企業の中で働き続けることができなく
て、やめたら起業しかないとか、そういうことではなくて、もっと働き続けられるよ
うな仕組みをつくる、意識を変えていくことをしていかないと、女性は、起業すれば
いい、再就職すればといい、という施策だけになってしまうのではないかと思う。 
○眞庭委員 
前の審議会で、ワークライフバランスは非常に問題というか、提起された内容の一
つだと思っていた。先ほど厚美さんがおっしゃったように、働く側の教育とか支援だ
けでなく、受け入れる側の意識が変わらなければ、なかなか希望してもワークライフ
バランスが、うまくいくような社会にはならないのではないかと、前のときには思っ
ていたが、その辺の糸口は、先ほど依田部長が、なかなか企業との関連は難しいとお
っしゃったが、今回の審議会には、専門の先生が参加しているので、何かよいお知恵
や、もっと具体的な対策・行動計画が立てられればいいなと思っている。 
○神戸委員 
王子法人会女性部会から参加。今回の参加は、男女共同参画と言うことで、女性の
立場から、私が女性起業家としてと言うか、女性の立場が低い田舎で育ち、自分が会
社を起こした時に、女性の人達に働いてもらいたいという思いがあったからである。
私は、昭和４２年に個人で事業を始めた。昭和４３年に法人に加入して、６０歳まで
頑張った。それで今は息子が社長として継いでいる。法人会に入った当初は、親会の
お手伝いと、税務の勉強が主だったと思う。その後３２年前に女性として出来るもの
があるのでは、と云う事で、婦人部会を発足した。２０年後に女性部会とした。法人
会本部（親会）は、３年前に５５周年、女性部会は２年前に３０周年。その時、３年
前と、２年前に女性部会長を務めた。そういった経緯で、こちらへの参加を会長より
依頼された。今、法人会の方では、今までは委員長は、男性だけだったが今期には女
性部会より広報委員長として就任、徐々にではあるが、意識改革がと、思う。これか
らも身近なところから男女共同参画を意識して進めていきたい。 
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○白井会長 
女性の力を強めていくのは、男性の協力なくしては、ならないことだし、男性も女
性の協力なくしてはやはり健康、それと仕事等の維持ができないと、これは持ちつ持
たれつの関係なのだが、残念ながら、古い慣習等があって、なかなか目に見えない部
分がある。それをさらに一層、いい社会生活が、人間として幸せになれるようにとい
うことでこの計画が進められているのだと思うので、ささいなことでも結構なのでご
意見を言っていただきたい。 
○宮城副会長 
今のワークライフバランスのところに関連して、検討していただきたいことが２つ
ほどあるが、ワークライフバランスというときに、仕事と家庭のバランスというふう
に受け取られやすいが、私はこの目標で、仕事と家庭・地域生活の両立と書いてある
ように、仕事と家庭だけでなく、仕事と地域生活というのもこれから重要になるので
はないかと思う。これは目標では、そううたっているのに、この中ではそれが、見え
なくなってしまっているような気がする。そこのところがもう少し出せると、企業へ
の情報提供というか、企業とのパートナーシップが難しいというのが非常によくわか
る。最近いろいろな地域の動きの中で、ＮＰＯを経由して、地域活動に企業がコミュ
ニティのメンバーとして参加していくような動きというのが出てきている。北区は自
営業、また、グローバルな企業もあるとは思うが、北区という地域社会に、かなり密
着した企業がありそうな気がするので、そういうところで、もしかすると企業と地域
社会のパートナーシップのようなものも可能性としてありそうな気がするので、今後
の課題として浮き出てくるといいと思った。それからもう一つ、女性の就労継続支援
で、これは私の理解が間違っていたらご指摘いただきたいのだが、もちろん雇用労働
の問題もあるが、起業というのは経営者になる、経営参画の動きでもある。だから、
再就職としての起業だけでなく、これは経営者になる話になる。もう１つ多分、北区
で重要なのは、家族自営業的な働き方の中で、家族従業者ではないかという点である。
最近の数字を押さえていないので、自信がないが、私は農業という家族自営が主の産
業のことをやってきたので、ぜひ家族従業の問題も、皆さんの検討の片隅に入れてい
ただけるといいなという気がするのだが、いかがか。 
○白井会長 
今日は目標等定めることができなかったが、皆さんに意見を言っていただけたので、
貴重な１日だった。次回までに、アンケート、意識調査、報告書が出るということな
ので、それを見て、平成１８年に制定した条例に基づき、基本理念等を参考にしなが
ら目標を定め、課題を定めていただきたいと思う。まだ、意見があると思うが、時間
が迫ってきたので、今日はここで終わりしたいと思うのだが、いかがか。 
○池田委員 
現行の北区アゼリアプラン、これは中身を見てもらうと非常にわかりやすい。これ
を見ている方はわかると思うが、次ものを考えるときに、１９年度の事業実績報告と
アンケートの結果を見比べていただくと、すぐわかると思うので、まだこれが足らな
いとか、ここが抜けちゃだめだぞとか、多分判断しやすいと思う。報告の目標のとこ
ろだけでいいと思うが、これも一緒に持ってない方には同封して欲しい。 
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○白井会長 
北区アゼリアプランは、委員の皆さんに渡っているのか。 

○岡田課長 
一応皆さんに渡っている。 

○白井会長 
北区アゼリアプラン、とても見やすい図にもなっていて、文章ばかりではないので、
これを参考にして、手元に届いた報告書と照らし合わせた上、次回までにそれぞれの
意見をまとめていただき、出席願いたい。では、次回、もし目標等決まったら、月日
の制限があるので、部会等をつくって、それを委員の方に割り振りさせていただき、
提言案、内容等取りまとめていただきたい。次回の皆さんの出席をお願いしたい。 
○岡田課長 
時間も押しているので、１件苦情解決の関係で報告をさせていただきたい。 
苦情解決委員会について、チラシを入れているが、男女共同参画条例に基づき平成
１９年１月に設置して、区民、区内事業所からの苦情申し出を受けつけている機関で
ある。委員会は区長より委嘱した３名の方で構成しているが、苦情というと、区の施
策において男女が性別により、不当な異なる扱いをされている、あるいは区だけでは
なくて、職場、学校、地域における男女平等でない事項、こういったことについても
広く受けつけている。この中で、１件諮問が今年度あった。今回、平成２０年６月４
日付で１件苦情申し出を受けて、苦情解決委員会に諮問をしたので、経過について簡
単にご報告する。苦情の要旨だが、北区の老人いこいの家において、女性のみ洗髪を
禁止している。これについては、性別による不当な扱いではないかという区民の方か
らの申し出があった。これについて、７月１４日に区として苦情解決委員会に諮問を
行った。所管課は健康いきがい課になるが、そちらとのヒアリング、現地調査等を経
て、９月１２日に苦情処理結果通知を受理している。苦情解決委員会の見解としては、
いこいの家の設備面での制約、あるいは利用者間のトラブル防止といった利用制限に
は、それなりの理由があるものの、第一に特定の性別に対して利用を制限するもので
あること、第二に、開設当初から利用制限を行っているために、実際にそれらが利用
可能とした場合に、利用者間のトラブル等が生じるのかどうか、そういった問題点は、
実際に、確認されていないということから、適切な対応をとるべきとの答申をいただ
いた。これを受けて、所管課で検討の結果、事前の利用者への十分な周知を行った上
で、１１月から女性の洗髪を可能とすることになり、１０月３日に是正措置報告書が
提出されたところである。 
○白井会長 
今の報告について、何かご質問があるか。もしなければ、以上をもって、終了する
が、急遽、近日中に審議会を開くということになったので、お忙しい中ではあるが、
ぜひ今日と同じようにたくさんの方に参加していただきたいと思う。というのは、行
政から出た目標を定め、それをだれが担当するかという振り分けをして、提言内容の
検討に入るという重要なことを決めていかなければならないので、ぜひ次回は出席を
お願いしたい。詳細について事務局から別に通知があると思うので、ご協力をお願い
いたしたい。 
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それでは、これをもって、第１回男女共同参画推進審議会を閉会する。 
ご協力に感謝する。 

 


